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業績予想および配当予想の修正に関するお知らせ 
 
 最近の業績動向を踏まえ、平成 30 年５月８日に公表した業績予想および配当予想を、下記の通り

修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 
１．業績予想の修正 

平成 31 年３月期通期連結業績予想数値の修正 
（平成 30 年４月１日～平成 31 年３月 31 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ A ）  
百万円 

175,000 
百万円 

3,100 
百万円 

3,400 
百万円 

2,200 
円 銭 

173.90 
今 回 修 正 予 想 （ B ）  155,000 2,050 2,350 1,550 122.51 
増 減 額 （ B － A ）  △20,000 △1,050 △1,050 △650 ― 
増 減 率 （ ％ ） △11.4 △33.9 △30.9 △29.5 ― 
（ ご 参 考 ） 前 期 連 結 実 績 
（ 平 成 3 0 年 ３ 月 期 ） 165,585 2,598 2,877 1,655 128.38 

  
 

平成 31 年３月期通期個別業績予想数値の修正 
（平成 30 年４月１日～平成 31 年３月 31 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期 

純利益 
１株当たり 
当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ A ）  
百万円 

150,000 
百万円 

1,950 
百万円 

2,300 
百万円 

1,500 
円 銭 

118.44 
今 回 修 正 予 想 （ B ）  138,000 1,300 1,550 1,250 98.69 
増 減 額 （ B － A ）  △12,000 △650 △750 △250 ― 
増 減 率 （ ％ ） △8.0 △33.3 △32.6 △16.7 ― 
（ ご 参 考 ） 前 期 個 別 実 績 
（ 平 成 3 0 年 ３ 月 期 ） 147,830 2,293 2,608 1,510 117.02 

  
 



修正の理由 

 平成 31 年３月期通期の個別業績予想につきましては、当第４四半期に予想しておりました輸出商

談の受渡が納入先の事情により翌期以降に期ずれしたため、売上高、営業利益、経常利益および当期

純利益が前回予想を下回る見込みとなりました。 
 また、連結業績予想につきましても、個別業績予想の下方修正に加え、一部関係会社の業績不振な

どにより、売上高、営業利益、経常利益および親会社株主に帰属する当期純利益が前回予想を下回る

見込みとなり、上記の通り業績予想を修正いたします。 
 
２．配当予想の修正 
  年間配当金 

第 1 四半期末 第 2 四半期末 第 3 四半期末 期末 合計 

前 回 予 想 
（ 平 成 30 年 ５ 月 ８ 日 発 表 ） 

円 銭 

 
― 

円 銭 

25.00 
(普通配当 25.00) 

円 銭 

 
― 

円 銭 

   30.00 
(普通配当 30.00) 

円 銭 

55.00 
(普通配当 55.00) 

今 回 修 正 予 想 
 

― 
 

― 
 

― 
   20.00 

(普通配当 20.00) 
45.00 

(普通配当 45.00) 

当 期 実 績 ― 25.00 
(普通配当 25.00) ―   

前 期 実 績

（ 平 成 3 0 年 ３ 月 期 ） ― 
※1 5.00 

(普通配当 5.00) ― 
30.00 

(普通配当 20.00) 
(記念配当 10.00) 

 
  ※2  ― 

※1 平成 30 年３月期第２四半期末の中間配当は併合前の株式を対象としております。 
※2 平成 30 年３月期の年間配当金の合計は単純合算ができませんので、「―」として記載してお 

ります。 
 
 
修正の理由 

今回の業績予想の修正により、平成 31 年３月期通期の親会社株主に帰属する当期純利益が 15.5 億

円と見込まれることに伴い、年間配当予想につきましても、中間配当 25 円に期末配当 20 円を加えた

45 円に修正いたします。 
なお、当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営の最重要課題の一つとしており、安定的な配当

をすることに加え、連結配当性向 35％（記念配当を除く）を目途にしております。 
  
 
 
（注）上記の予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は今後さまざまな要因によって異なる結果となる可能性があります。 
以  上 
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